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実験的淡水生態学の研究助手

開始日: 2023 年 6 月 5 日
終了日: 2023 年 8 月 25 日 (12 週間)
勤務時間: 09:00-17:30 (実験に応じて柔軟な日、ただし週5日以内)
報告先: Dr. Samuel Ross と Prof. David Armitage、統合群集生態学ユニット 
場所: OISTメインキャンパス

申し込み締め切り日: 採用者が決定次第 (審査日: 4 月 3 日)

概要
2023 年 6 月から 8 月までの 12 週間、浮遊水生植物の実験作業を支援するリサーチ アシスタントおよび/またはリサーチ インターンを募集しています。この実験は、1 ～ 5 種の浮遊水生植物の淡水メソコスムを使用して、群集の安定性の生物学的要因を調査することを目的としています。 水生植物。 窒素を添加してさまざまな植物群落にストレスを与え、夏の 12 週間にわたってそれらの成長反応を測定します。

この実験は、科研費研究費補助金「応答の多様性：生態系の安定性を支える長い間求められてきたメカニズムの解明」と英国生態学会大規模助成金の下で、日本学術振興会が共同で資金を提供しています。 浮遊水生植物の生態学的回復力の原動力を理解するための新しいフレームワークの適用」がサム・ロスに授与されました。 採用者は、日本の沖縄にある沖縄科学技術大学院大学の統合群集生態学ユニットの国際チームと協力して、競争的資金によるプロジェクトで生態学的実験を行う経験を積むことができます。

業務内容
1. 水質の監視、窒素レベルの調整、植物バイオマスの定期的な測定など、水域生態学実験の円滑な運営を支援します。
2. 浮遊植物バイオマスを推定するための写真パイプラインの開発と分析を支援し、5 種にわたる正確なバイオマス推定に焦点を当てます。

資格
1. 国際チームとのコミュニケーションをとるのに十分な英語力 (必須)。 
2. 実験室またはフィールドでの生態学的実験の実施経験 (優遇)。

補償
OIST Research Internship Programに基づき、2,400円/営業日の補償。 沖縄への往復航空券と宿泊施設は提供されますが、現在沖縄または日本に居住している方が優先されます。

提出書類 (応募書類は返却いたしません)
· 履歴書。
· 推薦状

すべての申し込みまたは問い合わせは、s.ross.res@outlook.com の電子メールで Sam Ross に送信してください。
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